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１．事後評価のプロセス 

（１）「事後評価の方法」の実行の有無 

 事後評価の実施状況は次のとおりです。 

 

☑ 行った 

（実施状況） 

 ・平成 29 年 3 月 29 日 青森県医療審議会において議論 

 

 □ 行わなかった 

 

 

 

（２）審議会等で指摘された主な内容 

 審議会等で指摘された主な内容は次のとおりです。 

 

審議会等で指摘された主な内容 

・指摘事項は特になく了承された。（青森県医療審議会 平成 29 年 3 月 29 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

２．目標の達成状況 

 

■青森県全体（目標） 

① 青森県の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

  医療及び介護の総合的な確保に向け、病床の機能分化・連携の推進及び医療従事者 

 の確保・養成を図るとともに、在宅医療提供体制の整備により、地域における医療連 

 携体制の充実を図る。  

 

 

□青森県全体（達成状況） 

１）目標の達成状況 

  ・ 地域医療情報共有システムの参加施設数が70施設（うち情報提供機関14施設） 

    となった。平成28年度のカルテ公開件数が759件となった。 

   

 ２）見解 

地域医療情報共有システムの整備により、地域における医療連携体制の充実が一

定程度図られた。 

 

 ３）目標の継続状況 

  ☑ 平成29年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

  □ 平成29年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 



３．事業の実施状況
(事業№ 2 )

事業の区分

【総事業費】

256,280千円

事業の対象と
なる区域

事業の実施
主体

事業の期間

事業の内容
（当初計画）

アウトプット
指標（当初の
目標値）

アウトプット
指標（達成
値）

その他

事業終了後１年以内のアウトカム指標
・カルテ公開件数：７５９件（H28.4月～H29.3月）

医療機関、運営協議会等

・システム参加医療機関数
　87施設（うち情報提供医療機関：9施設）（H26年度）→278施設（うち情報
提供医療機関：14施設）（H28年度）
・医療機関の役割分担と連携強化の推進

高次医療機関と地域のかかりつけ医等が、役割分担と相互連携により医療を
提供していくため、患者の利用情報の共有化を図る必要がある。

１．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事
業

アウトカム指標
・カルテ公開件数：５００件（年間）

・システム参加医療機関数
　70施設（うち情報提供医療機関：12施設）

（１）事業の有効性
　　参加機関同士が患者の診療情報をＩＣＴネットワークで共有し、診療に
　役立てることで、切れ目のない安全で質の高い医療サービスが提供され
　た。

（２）事業の効率性
　　他の機関で受けた検査・治療結果を確認できるため、患者の重複した検
　査・投薬を防ぐことができ、医療費節減につながっていると考えられる。

事業名

地域医療情報共有システム構築事業

県全体

背景にある医
療・介護ニー
ズ

事業の有効
性・効率性

平成２７年度～平成２８年度
■継続　／　□終了

ＩＣＴ活用による県内全域での地域医療連携推進のため、医療機関間で患者
の医療情報を共有できる「青森県地域医療情報共有システム」について、参
加医療機関を拡充するためのシステム改修等、及び診療所等の情報閲覧機関
からの情報提供を可能とするシステム機能の拡充を行う。


